
小な りこれ油酸列不飽 和脂肪酸 を不飽和脂肪酸の圭成分 εす るナこめな るべ し沃素償 ε

ロダ ン償 亡の差 は鰯油 に於て最大な り(76.53)

 植 物 油 中荏油最大 の ロダ ン慣(124・87)を 有 し椰 子油最小(6.79-6.97)に して沃

素 憤εロダ ン慣 ミの差は桐油最大(91.10)に して椰 子油に於 て0に 近付 くリノ レン酸

(Cn H2n _6 0)を 含有 す る荏 油及車麻仁 油の ロダ ン償が リノール酸 グ リセ リ ドの ログ

ン贋86.65を 超 過せ るは リノ レン酸の2重 結合の1個 以上に ロダ ンが添加す るためな

るべ し

    油 脂 の 新 恒 数 ロ ダ ン 慣 及 其 慮 用(第2報)

   不 飽 和 脂 肪 酸 に 封 す る 遊 離 ロ ダ ン の 撰 揮 的 作 用

                       木 村 和 三 郎

          (ユニ業f七 學 桑熊誌  1929,32,458)

 種 々の不飽和結合 に封 する 遊 離 ロダ ンの撰鐸 的添 加は既 にぜ一 デルペ ック氏(E.

Sdderbeck, Ann.,1925,445,142)及 カ ウフマン氏(H. Kaufmann, Arch・Pharm・

u.Ber. Deutsch. Pharm. Gesell.,1925,55,675)等 観 察 せ り著者は第1報 に記載 せ

る逝離 ロダ ン溶液の油酸 、エ ラィヂ ン酸 、 リノール酸及 リノ レン酸 に封す る作 用を研

究 せ りロダ ン償及沃素 償(ウ イズ氏法)測 定結果 は次の如 し

                       沃 素 慣  ロ ダ ン 憤

                      計 算  實 測   計算  實 測

 オv4ン 酸 メチルエ ステル ClsH33()2CH3(Fl) 85.67 86.86  85.67 83.56

 エ ラaヂ ン酸      ClsH3.102  (Fl) 89。83 89.56  89.83 89.53

 リノール酸 メチルエ ステル ClsH3102CH3(F2) 172.52 180.45  86・26 89・94

 リノ レニン酸 メチルエ ステルClsH2902CH3(F3) 260.56 258.56

                        {                         +(SCN)2:86.85 152
                         +2(SCN)2:173.71

此結果より次の結論を得べ し
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 1,此測定に於て油酸、エラィヂン酸及リノール酸に遊離 ロダ ンは1モ ル添加す。

 2.リ ノレニン酸に封する遊離 ロダ ンの添加量は1モ ルε2モ ルεの睡に在 り此事實

は六臭化 スデアリン酸の脱臭素に際 しロダン溶液に勤する作用を異にする異性艦の生

成を想像せ しむ

        エ ルシン酸分離 の一新方法

                       木 村 和 三 郎

           (Seif. Ztg.,1929,56,182)

 渠種油よりエルシン酸を分離するにMフ エル氏等(K.T5ufel u. C. Bauschinger,

Z。ang. Chem。,1928,4S,157)は 鉛臨 アルコP一ル法分別沈澱により圏鐙飽和脂肪酸

を除去せる楽種油混合不飽和脂肪酸 アルコール溶液を中和稀繹 しエルシン酸をマグネ

シユウム聴εして沈澱せ しめナこり

 著者は鉛盤酒精法により固膿飽和脂肪酸を除去せる不飽和脂肪酸 アルコール溶液を

5%苛 性加里にて部分的に中和 しエルシン酸を酸性加里鞭(C22H4202+C22H4正02K)

εして分離せり此方法による時はマグネシウム盤稀薄 アルコール法に比 し操作は簡軍

にて多量のアルコールを要せす且此を稀薄する不便を省略 し得此方法による時は最初

より從來の方法によるよりも純度高きエルシン酸を得

      砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 い て(第 一軸

      グ リニ ヤ ー ル 試 藥 ご三 魎 化 砒 素 の 反 慮

                       松  宮    馨

     [Mem。 Coll. Scl. Imp. Univ. Kyoto,192〔1, IV.2171

 グリニヤール試藥に封する金属及び メタロイドの ハロゲン化合物の作 用により
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